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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 に年創設され、現在約 90
の国と地域が加盟しています。

I.T.I.

公益社団法人　国際演劇協会
日本センター（ITI/UNESCO）

会長  永井  多恵子

　

年
号
が
改
ま
る
年
、
会
員
の
皆
様
も
新
た

な
一
歩
を
歩
み
だ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

年
初
に
あ
た
り
、
穏
や
か
で
平
和
な
暮
ら

し
が
世
界
の
人
々
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
祈

ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
「
紛
争
地
域
か

ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

で
昨
年
末
の
仕
事
を
終
え
ま
し
た
。
予
算
が

乏
し
い
中
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
始
め
た
試

み
で
し
た
が
、
心
あ
る
人
々
の
共
感
を
得
て

今
回
は
チ
ケ
ッ
ト
が
ソ
ー
ル
ド･

ア
ウ
ト 

、

私
は
稽
古
の
回
を
見
て
く
だ
さ
い
と

事
務
局
か
ら
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
が
本

公
演
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、「
世

界
の
今
を
問
う
演
劇
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に

注
目
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
、
パ

キ
ス
タ
ン
で
、
シ
リ
ア
で
、
そ
し
て
ア
フ
リ

カ
で
紛
争
に
苦
し
む
人
々
が
い
ま
す
。
演
劇

は
そ
の
叫
び
を
遥
か
遠
く
の
国
々
に
も
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
70
周
年
を
迎
え
中
国
の
海
南
省
で

開
か
れ
た
世
界
大
会
で
ロ
シ
ア
の
演
出
家
ア

ナ
ト
ー
リ
ー
・
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
氏
が
「
演
劇

は
魂
の
叫
び
だ
！
」
と
表
し
た
よ
う
に
、
日

本
の
私
た
ち
も
そ
の
訴
え
を
受
け
止
め
多

く
の
方
々
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年

も
会
員
の
皆
さ
ま
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
活
動
に
一

人
で
も
多
く
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

「演劇は魂の叫びだ」
ＩＴＩ国際演劇協会創設 70 周年記念世界大会 2018 で
ロシアの演出家アナトーリー・ワシーリエフ氏が表明

ウ
ガ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
会
長 

ジ
ェ
シ
カ･

カ
ー
フ
ワ
女
史
が
本
誌
に
寄
稿  

３
面

　

東
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国
・
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
は

１
９
６
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
英
連
邦

に
加
盟
。
ク
ー
デ
タ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
96
年

に
大
統
領
・
国
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
現
ム
セ

べ
ニ
大
統
領
の
長
期
政
権
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
で
、
ウ
ガ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー

会
長
の
ジ
ェ
シ
カ･
ア
ト
ウ
ォ
ー
キ
・
カ
ー
フ

ワJessica Atw
ooki Kaahw

a

女
史
は
ウ
ガ
ン

ダ
演
劇
の
受
難
の
歴
史
を
語
り
ま
し
た
。
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
を
信
奉
す
る
〝
植
民
者
〟
た
ち
に
よ
る

西
欧
演
劇
の
強
制
は
、
独
立
後
の
70
年
代
ま
で
続

い
た
と
い
い
ま
す
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
加
盟
は

１
９
７
６
年
。
し
か
し
、
加
盟
と
同
時
に
登
録
抹

消
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
名
優
で
あ
り
国
立
劇
場
の
劇
作

家
・
演
出
家
の
バ
イ
ロ
ン
・
カ
ワ
ド
ゥ
ワByron 

Kaw
adw

a

氏
が
政
治
批
判
劇
を
書
き
、
当
時
の

ア
ミ
ン
大
統
領
側
近
に
殺
害
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

こ
の
強
圧
と
Ｓ
Ｒ
Ｂ
（
国
家
調
査
局
）
の
監
視

下
、
近
隣
諸
国
へ
の
亡
命
が
相
次
ぐ
中
、
国
内
に

踏
み
と
ど
ま
っ
た
俳
優
、
舞
台
美
術
家
、
テ
ク
ニ

カ
ル･

ス
タ
ッ
フ
、
研
究
者
た
ち
が
今
日
の
ウ
ガ

ン
ダ
演
劇
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
再
度
加
盟
を
果
た
し

た
の
は
登
録
抹
消
か
ら
10
年
後
の
１
９
８
６

年
の
こ
と
で
し
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ン
ダ
ウ
ラ

Jackson N
daw

ula

会
長
の
も
と
で
活
動
を
続

け
、
２
０
１
５
年
１
月
15
日
か
ら
ジ
ェ
シ
カ･

カ
ー
フ
ワ
女
史
が
現
会
長
職
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
ウ
ガ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
か
ら
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
70
周
年
記
念
祝
典
と
世
界
大
会

は
、
２
０
１
８
年
11
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
中
国･

海
南

省
海
口
市
に
50
余
の
国
と
地
域
か
ら
４
４
０
人
が
参
集
し

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
補
佐
の
曲
チ
ュ
イ
シ
ン星

氏
は
、
演
劇
こ
そ
ユ

ネ
ス
コ
創
設
の
初
心
で
あ
る
「
平
和
・
対
話･

創
造
力
」

を
体
現
す
る
最
も
有
力
な
手
段
と
高
く
評
価
、
国
境
・
人

種
・
宗
教
の
壁
を
越
え
て
国
際
交
流
と
共
同
事
業
を
積
み

重
ね
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
70
年
の
歴
史
に
祝
辞
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ト
ビ
ア
ス･

ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
事
務
総
長
は
、
人
類
は
こ

の
70
年
間
に
幾
多
の
紛
争
を
経
験
し
、
悲
惨
の
記
憶
を
重

ね
て
き
た
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
仲
間
は
創
設
の
初
心
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
芸
術
が
社
会
と
個
々
人
に
生
き
る
力
を
与
え

続
け
て
き
た
こ
と
に
確
信
を
持
と
う
と
強
調
し
、「
世
界

は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
を
必
要
と
し
、Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
文
化
と
舞
台
芸
術（
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
）
が
集
う
世
界
を
必
要
と
し
て

い
る
」
と
訴
え
て
会
場
の
共
感
を
誘
い
ま
し
た
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
＝
ア
フ
ハ
ー
ム
会
長
は

Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
舞
台
芸
術
の
発
展
に
貢
献
し
た
各
界
の
人
士
に

敬
意
と
感
謝
の
念
を
表
し
、「
名
誉
会
長
賞
」、「
優
秀
芸

術
家
賞
」、「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
デ
イ　

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ダ
ン
ス
デ
イ　

メ
ッ
セ
ー
ジ
オ
ー
サ
ー
賞
」、

平
和
・
対
話･

創
造
力

ユ
ネ
ス
コ
の
初
心
を
体
現

中国・海南島でＩＴＩ 70 周年記念祝典

「
名
誉
会
員
賞
」
の
受
賞
者
全
員
を
親
し
く
壇
上
に
招
き

上
げ
ま
し
た
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー･

小
田
切
洋
子
氏
に
「
名
誉
会
員
賞
」

　
「
名
誉
会
長
賞
」
は
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
バ
イ
ハ
ー
ツ
（
ド

イ
ツ
）、ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ム
ダ（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）、

金キ
ム

正ジ
ョ
ン
オ
ク

鈺
（
韓
国
）
の
会
長
経
験
者
３
氏
、「
優
秀
芸
術
家
賞
」

は
パ
ン
ト
マ
イ
ム
俳
優
の
ラ
ジ
ム
・
ヴ
ィ
ズ
ヴ
ァ
ー
リ

（
チ
ェ
コ
）、
昆
劇
俳
優
の
張
軍
、
京
劇
俳
優
の
裴は
い

艶え
ん
れ
い玲

、

演
出
家
で
教
育
者
の
カ
ル
ロ
ス
・
セ
ル
ド
ラ
ン
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
）の
４
氏
、「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
デ
イ　

イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ダ
ン
ス
デ
イ　

メ
ッ
セ
ー
ジ
オ
ー
サ
ー
賞
」

３
氏
の
う
ち
ジ
ェ
シ
カ
・
ア
ト
ウ
ォ
ー
キ
・
カ
ー
フ
ワ
氏

（
ウ
ガ
ン
ダ
）
は
「
紛
争
地
域
の
演
劇
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
「
研
究
討
論
」
の
司
会
を
担
当
、
日
本
セ
ン
タ
ー
の
求

め
に
応
じ
て
討
論
の
概
要
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
紛

争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
が
昨
年
10
回
目
を
迎
え
た

日
本
セ
ン
タ
ー
（
関
係
記
事
11
面
）
に
と
っ
て
、
ウ
ガ
ン

ダ
か
ら
の
報
告
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
名
誉
会
員
賞
」
10
氏
の
う
ち
唯
一
の
日
本
人
は
小
田

切
洋
子
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
で
し
た
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
参
加
者
は
永
井
多
恵
子
会
長
、

小
田
切
洋
子
理
事
、
菱
沼
彬
晁
理
事
、
小
池
雅
代
会
員
、

角
本
敦
会
員
、
宗
重
博
之
会
員
の
６
氏
。

　

今
号
で
は
テ
ー
マ
別
に
行
わ
れ
た
研
究
討
論
①
「
紛
争

地
区
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ･

ア
ー
ツ
」
の
司
会
者
ジ
ェ
シ

カ
・
カ
ー
フ
ワ
氏
、②
「
中
国
に
お
け
る
社
区
＝
新
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
と
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ･

ア
ー
ツ
」
の
司

会
者
・
宋
宝
珍
氏（
中
国
芸
術
研
究
院
話
劇
研
究
所
所
長
）、

③
海
南
島
に
伝
わ
る
瓊け
い
げ
き劇
や
陝
西
省
の
秦し

ん
こ
う腔
ほ
か
、茶
道
、

書
道
、
太
極
拳
な
ど
中
国
伝
統
技
芸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
宗
重
博
之
氏
に
そ
れ
そ
れ
概
括
報
告
を
依
頼
し
ま
し

た
。　
　
　
（
報
告　

理
事
・
菱
沼
彬
晁
、
撮
影
＝
小
池
雅
代
）

世
界
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
を
必
要
と
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
必
要
と
す
る
の
は
文
化
と
演
劇
が

重
ん
じ
ら
れ
る
世
界
で
す
︱
︱
ト
ビ
ア
ス･

ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
本
部
事
務
総
長

ITI「名誉会員賞」を受賞した日本センター理事の小田切洋子氏
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①
「
紛
争
地
域
の
演
劇
」
ウ
ガ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
の
立
脚
点

研究討論
Round Table Discussions

Conference

　

対
話
を
う
な
が
す
演
劇
の
介
入
（
訳
者
注
：
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
演
劇
の
手
法
を
応
用
す
る
活
動
の

こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
ラ
ス
ル
に
よ
る
紛
争
の
拡

大
の
９
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
（
段
階
）
と
い
う
考
え
方
を

応
用
し
ま
す
。

　

戦
い
は
双
方
勝
利
か
ら
双
方
敗
北
へ

　
　

発
砲
⇨
差
異
・
矛
盾
・
分
裂
・
暴
力
・
戦
争
・

　
　

停
戦
・
合
意
・
正
常
化
・
和
解
⇨
対
話

　

差
異
か
ら
分
裂
ま
で
の
フ
ェ
イ
ズ
は
、
ウ
ィ
ン
＝

ウ
ィ
ン
（
両
方
と
も
が
勝
利
す
る
）
の
関
係
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
演
劇
の
介
入
は
対
話
に

焦
点
を
当
て
ま
す
。
暴
力
か
ら
停
戦
ま
で
は
、
ウ
ィ

ン
＝
ル
ー
ズ
（
一
方
が
勝
者
で
一
方
が
敗
者
）、
そ
し

て
、
合
意
か
ら
和
解
ま
で
は
ル
ー
ズ
＝
ル
ー
ズ
の
関

係
（
両
方
と
も
が
敗
北
す
る
）
で
す
。

　

紛
争
状
況
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
た
と
え
当
事
者

間
の
言
語
や
文
化
や
地
理
的
な
位
置
に
共
通
点
が
あ

る
と
し
て
も
、
共
有
さ
れ
る
べ
き
前
提
は
何
か
を
、

常
に
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
（
歴
史
的
背
景
や
社
会
状
況
に

関
す
る
認
識
の
あ
り
方
。以
下
同
じ
）

に
沿
っ
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る

と
ウ
ガ
ン
ダ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
で

は
信
じ
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
狙
い
を

絞
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
重
要
で
あ
り
、
時
間
の
効

率
や
行
動
の
ス
ケ
ー
ル
を
向
上
さ

せ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス

重
視
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
に
は
時

間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
共
有
す
る
こ
と
が
実

践
と
結
果
を
出
す
た
め
に
重
要
な

意
味
を
持
ち
ま
す
。
わ
か
り
や
す

く
い
う
と
、
た
と
え
ば
紛
争
の
３

つ
の
段
階
、
す
な
わ
ち
、
紛
争
以

前
、
紛
争
の
最
中
、
そ
し
て
紛
争

演劇の紛争介入と
状況認識の共有化

後
に
演
劇
的
な
介
入
を

行
う
場
合
に
、
グ
ラ
ス

ル
の
モ
デ
ル
は
、
紛
争

の
拡
大
と
鎮
静
、
そ
し

て
差
異
・
矛
盾
・
分
裂
・

暴
力
が
拡
大
し
て
戦
争

に
至
り
、
次
に
停
戦
・

合
意
・
正
常
化
・
和
解

に
至
る
鎮
静
の
間
の
フ
ェ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
古
典
的

な
見
本
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
被
抑
圧
者
の
演
劇
」
の
対
話
術

　

こ
れ
ら
の
場
合
の
演
劇
に
よ
る
介
入
は
、
す
べ
て

の
人
々
に
問
題
へ
の
参
加
を
促
し
、「
被
抑
圧
者
の

演
劇
」（
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
演
出
家
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ボ

ア
ー
ル
が
提
唱･

実
践
す
る
演
劇
の
あ
り
方
、
手
法
。

す
べ
て
の
人
が
問
題
を
自
分
で
考
え
、
解
決
に
向
け
て

行
動
す
る
た
め
に
演
劇
の
手
法
を
応
用
す
る
も
の
）」
の

対
話
術
で
あ
る
「
立
ち
止
ま
っ
て
、
ま
た
始
め
る
」

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
争
の
き
っ
か

司会と概括報告

ジェシカ・カーフワ
（ウガンダセンター会長）

　

紛
争
は
こ
の
世
の
常
で
す
が
、
そ
れ
が
統
制
が
利
か
な
く

な
っ
て
拡
散
す
る
と
き
に
問
題
と
な
り
ま
す
。フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

グ
ラ
ス
ル
（
１
９
４
１
年
ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

組
織
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
紛
争
研
究
者
）
の
理
論
モ
デ
ル
を
当
て

は
め
る
と
、
紛
争
の
当
事
者
が
今
は
自
分
た
ち
が
紛
争
の
ど
の

段
階
に
い
て
、
演
劇
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
に
関
わ
れ
る
か
を
考

え
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
は
、
仕
事
や
街
中
で
の

争
い
、
家
庭
内
の
戦
い
、
相
続
、
戦
争
な
ど
、
す
べ
て
の
紛
争

に
適
用
で
き
る
の
で
す
。

分裂 合意

戦争
停戦

正常化
和解

対話

暴力

矛盾
差違

発砲

グラスルのモデルによる紛争拡大から鎮静までの９つの段階
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『私の財産、私のルール』の舞台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
な
設
定
の
も
の
で
も
あ
り
え
ま
す
。
国
内
で
居
場
所
を
な
く
し
た
人
た
ち

の
集
う
避
難
キ
ャ
ン
プ
、
暴
徒
の
襲
撃
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
て
い
る
村
、
誘
拐
さ
れ
た
人
た
ち
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
軍
隊
に
制
圧
さ
れ
た
市
、
ギ
ャ
ン
グ
の
テ
ロ
に
あ
っ
た
街
路
…
…

け
と
な
る
要
素
を
う
ま
く
回
避
し
緊
張
を
緩
め
よ
う

と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
状
況
の

分
析
、
批
判
的
な
参
加
、
適
切
な
介
入
を
促
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
タ
イ
プ
の
演
劇
の
介
入
は
紛
争
の

フ
ェ
イ
ズ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト
と
参
加
の
演
劇

し
か
し
な
が
ら
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
馴
染

み
深
か
っ
た
も
の
を
再
考
し
変
更
す
る
こ
と
で
物
の

見
方
や
争
点
の
論
じ
方
の
新
し
い
方
法
を
創
造
し
、

介
入
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
が
参
加
の
演
劇
を
通
し
て
お
互

い
に
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
共
通
の
場
所
、
つ
な
が

り
、
そ
し
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
在
と
未
来
に

関
す
る
共
通
の
関
心
を
位
置
づ
け
、
対
話
へ
の
批
判

的
な
参
加
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も

の
で
す
（
出
典
：bell hooks, Teaching to Transgress: 

Education as the Practice of Freedom
,R

outedge   
1994, pp.130

）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
な
設
定
の
も
の
で
も

あ
り
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
国
内
で
居
場
所
を
な
く

し
た
人
た
ち
の
集
う
避
難
キ
ャ
ン
プ
、
難
民
キ
ャ
ン

プ
、
移
動
キ
ャ
ン
プ
、
暴
徒
の
襲
撃
の
恐
怖
に
襲
わ

れ
て
い
る
村
、
誘
拐
さ
れ
た
人
た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
軍
隊
に
制
圧
さ
れ
た
市
、

ギ
ャ
ン
グ
の
テ
ロ
に
あ
っ
た
街
路
、
都
心
で
の
人
種

分
断
、
市
場
、
学
校
で
の

ス
ト
、
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

も
、
そ
こ
に
い
る
人
た
ち

の
中
で
力
の
あ
る
人
、
優

遇
さ
れ
る
人
、
周
辺
に
追

い
や
ら
れ
る
人
と
い
う
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
特
定

の
立
場
）
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割

　

し
た
が
っ
て
、
対
話
を
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
助
言･

進
行
役
）
が
参
加
者
の
間
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
差
異
を
理
解
し
深
く
知
覚
す
る
こ
と
が
、
意
味
の

あ
る
対
話
を
生
み
出
し
、
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
合

意
を
形
成
す
る
た
め
に
重
要
な
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

真
実
は
、
参
加
型
演
劇
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
や
実
施
に
お
い
て

無
視
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
前
述
の
よ
う
に
、
参

加
型
演
劇
の
プ
ロ
セ
ス
が
積
極
的
な
参
加
の
前
提
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
参
加
型
演
劇
の
上
演
で
は
プ
ロ
セ
ス
の

柔
軟
性
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
様
な

紛
争
地
域
で
の
実
践
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
文
章
の
考
察
が
、
こ
の
よ
う
な
実
践
を
ジ
ョ
ー
ク

だ
と
冷
笑
す
る
人
々
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
貢
献
し
、

多
様
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
間
で
共
通
認
識
が
形
成
さ

れ
て
も
の
ご
と
が
理
解
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
文
章
を
書
く
こ
と
は
、
人
間
の
共
存
の
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
演
劇

を
信
ず
る
人
た
ち
や
、
参
加
の
実
践
を
豊
か
に
す
る

こ
と
を
探
求
す
る
人
た
ち
を
そ
こ
に
招
待
す
る
こ
と

で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
行
為
を
奨
励
す
る
こ
と
で
す
。

　

演
劇
と
社
会
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　

実
際
に
は
、
戦
略
の
選
択
は
、
紛
争
に
関
し
て
当

事
者
が
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
か
と
い

う
視
点
か
ら
熟
慮
を
加
え
た
上
で
、
ほ
ぼ
そ
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
沿
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。ト
ラ
ウ
マ（
心

的
外
傷
）
を
抱
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
、
社

会
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

イヨネスコ作『授業』の舞台
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す
。そ
こ
に
は
、コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
共
有
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
社
会
政
治
的
な
背
景
の
調
査
と
文
化
交
流

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ま
っ
た
く

問
題
を
抱
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
の
こ

と
で
、「
ひ
と
つ
の
絵
画
は
千
の
言
葉
に
匹
敵
す
る
」

と
い
う
考
え
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
演
劇
は
、
身
体
の
中
の
目
に
見
え
な
い
人
間
の

心
の
揺
れ
を
視
覚
化
す
る
も
の
な
の
で
、
現
に
激
し

い
紛
争
の
中
に
い
る
か
、
こ
れ
ま
で
そ
の
中
に
い
た

人
た
ち
の
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
感
情

を
ド
ラ
マ
に
す
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
、（
参
加
型
演
劇
の
）
演
じ
る
部
分
は
非
常
に
自

由
度
の
高
い
演
劇
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す

る
と
、
た
と
え
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
そ
よ
そ

し
く
て
面
白
み
に
欠
け
る
と
し
て
も
、
演
劇
が
そ
こ

に
介
入
す
る
こ
と
で
面
白
く
手
応
え
が
あ
る
も
の
に

な
り
ま
す
。
紛
争
と
紛
争
の
変
容
に
関
し
て
速
く
深

く
理
解
す
る
た
め
に
、
派
手
で
視
覚
的
に
強
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
持
つ
演
劇
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ
と

は
常
に
価
値
の
あ
る
選
択
と
し
て
あ
り
続
け
ま
す
。

　

ギ
ャ
ン
グ
団
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

さ
ら
に
、
十
分
な
検
証
を
経
た
こ
の
応
用
演
劇
の

プ
ロ
セ
ス
の
実
践
者
で
あ
る
皆
さ
ん
は
よ
く
ご
存
知

で
し
ょ
う
。
特
定
の
地
域
で
は
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
が
身
近
に
起
こ
り
ま

す
。
あ
る
地
方
の
路
上
の
紛
争
で
話
さ
れ
る
ス
ラ
ン

グ
（
俗
語
・
隠
語
）
の
場
合
、
関
係
者
や
ギ
ャ
ン
グ

団
と
親
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
彼
ら
は
自
己
防
衛
の
た
め
に
隠
れ
家
で
は
仲
間

内
で
し
か
わ
か
ら
な
い
言
葉
を
使
い
ま
す
。
外
部
の

人
間
は
招
待
さ
れ
な
け
れ
ば
入
り
込
ん
で
行
け
ま
せ

ん
。
演
劇
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
や
っ
て
い
る
の

は
、こ
の
「
入
り
込
ん
で
行
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
の
場
合
で
も
た
い
て
い
話
の
わ
か

る
ギ
ャ
ン
グ
は
い
る
の
で
、
彼
ら
に
認
め
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
、
一
度
あ
な
た
の

真
剣
さ
を
理
解
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
の
生
存
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
仲
間
内
だ
け
に
閉
じ
ら
れ
て
き
た
言
語

の
世
界
に
あ
な
た
を
招
き
入
れ
始
め
ま
す
。
演
劇

人
は
こ
の
こ
と
に
興
味
を
持
つ
は
ず
な
の
で
す
が
、

持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
技
術
を
使
っ
て
周
到
に
準
備

を
し
て
い
て
も
、
必
ず
ス
ラ
ン
グ
の
使
い
方
を
間
違

え
て
恥
を
か
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
時
が

経
つ
と
、
継
続
に
よ
っ
て
あ
な
た
は
彼
ら
の
信
頼
を

得
て
、
彼
ら
の
仲
間
の
一
人
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
は
、
参
加
型
演
劇
の
プ
ロ
セ
ス
で
実

践
す
る
ド
ラ
マ
の
主
題
が
グ
ル
ー
プ
の
行
動
に
関
す

る
議
論
を
高
揚
さ
せ
、
敵
対
心
が
低
く
な
る
こ
と

で
、
そ
こ
か
ら
組
織
と
し
て
の
解
決
策
が
現
れ
始
め

ま
す
。
こ
れ
は
、
紛
争
に
お
け
る
同
じ
よ
う
な
複
雑

な
状
況
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
争
い

合
う
部
族
が
同
じ
場
所
に
招
き
入
れ
ら
れ
、
安
全
な

場
所
に
移
さ
れ
ま
す
。

　

部
族
間
の
敵
対
意
識
が
低
下
す
る
と
き

　

私
は
、
こ
れ
を
２
０
０
３
年
に
ウ
ガ
ン
ダ
の
最
も

古
い
避
難
キ
ャ
ン
プ
の
一
つ
で
あ
る
キ
ャ
ン
グ
ワ
リ

難
民
居
住
地
で
目
撃
し
ま
し
た
。
私
が
キ
ャ
ン
プ
に

着
い
た
と
き
は
、
部
族
の
違
い
に
基
づ
く
内
部
の
暴

力
紛
争
が
起
こ
っ
た
ば
か
り
で
、
数
千
人
が
シ
ェ
ル

タ
ー
か
ら
外
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
方
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）
か
ら
来

た
主
要
な
部
族
の
間
に
激
し
い
紛
争
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
東
部
の
ヘ
マ
族
と
レ
ン

ド
ゥ
族
で
す
。
彼
ら
は
、
社
会
文
化
的
に
相
違
が
あ

り
、
平
和
な
時
に
は
互
い
の
こ
と
を
忌
避
し
て
い
た

の
で
す
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
保
護
さ
れ
、
逃
れ
よ

う
も
な
く
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

が
キ
ャ
ン
プ
を
訪
ね
た
と
き
の
受
け
入
れ
元
に
な
っ

て
く
れ
た
の
は
コ
ン
ゴ
人
だ
っ
た
の
で
、
私
は
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
か
ら
来
た
難
民
た
ち
と
一
緒
に
演
劇

（
に
よ
る
介
入
）
を
始
め
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

私
は
、
多
く
の
紛
争
地
域
に
関
わ
っ
て
仕
事
を
始
め

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
々
の
立
場
、
歴
史
、
紛
争
の

現
状
に
関
す
る
彼
ら
の
考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

演
劇
活
動
の
成
功
の
前
提
と
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
＝
理
事･

曽
田
修
司
）

　

ア
チ
ョ
リ
族
の
和
解
の
儀
式
（
訳
者
と
カ
ー
フ
ワ
氏

の
往
復
書
簡
か
ら
）　
「
応
用
演
劇
」
の
実
践
は
、
状
況

に
関
連
し
た
馴
染
み
の
あ
る
言
葉
を
用
い
る
こ
と
で
素

晴
ら
し
い
成
果
が
上
が
り
ま
す
。
演
劇
に
よ
る
介
入
の

目
的
は
、
紛
争
を
停
戦
、
合
意
、
正
常
化
、
和
解
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
も
の
の
見
方
で
い
う
と
、
私

た
ち
は
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
悲
劇
を
楽
し
む
こ
と
を
し

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
フ
リ
カ
は
共
同
体
的
な
社
会

で
あ
り
、い
か
に
そ
れ
が
悲
劇
的
に
見
え
る
と
し
て
も
、

問
題
点
に
対
し
て
は
そ
れ
を
緩
和
す
る
す
べ
を
発
見
す

る
か
ら
で
す
。
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
自
分
た
ち
独
自
の
和

解
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
ア
チ
ョ
リ
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で「
マ
タ
プ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ
る
和
解
の
儀
式（
供

物
の
交
換
と
苦
い
ハ
ー
ブ
を
飲
む
儀
式
）
に
よ
る
内
的

な
和
解
の
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で
す
。



　

新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
演
劇
の
種
々
相

　

宋
宝
珍　

今
年
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
創
設
70
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」
と
い
う
諺

が
あ
り
ま
す
が
、
人
類
が
た
ど
っ
て
き
た
演
劇
の
歴
史

か
ら
す
る
と
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
で
き
ご
と
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
孔
子
は
「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
っ
て

矩
を
踰
え
ず
」
と
言
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
70
周
年
は
、

私
た
ち
に
ま
た
と
な
い
め
ぐ
り
合
わ
せ
の
場
を
提
供
し

て
く
れ
た
の
で
す
。

　
「
社
区
の
形
成
と
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
」
と

テ
ー
マ
も
今
日
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

一
口
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
っ
て
も
、
中
国
と
西
側

世
界
で
は
考
え
方
が
異
な
り
、
そ
の
中
で
演
劇
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
必
ず
し
も
同
日
に
は
論
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

地
域
に
開
放
さ
れ
た
演
劇
活
動

　

宮
き
ゅ
う

宝ほ
う
え
い栄

（
上
海
戯
劇
学
院
教
授
）　

上
海
は
中
国
最

先
端
の
現
代
都
市
で
す
。
現
代
話
劇
発
祥
の
地
で
も
あ

り
上
海
市
の
中
心
部
・
静
安
区
の
華
山
路
一
帯
は
上
海

戯
劇
学
院
、
上
海
話
劇
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
中
国
福
利
基

金
会
児
童
芸
術
劇
院
が
指し

こ呼
の
間か

ん

に
あ
っ
て
、
さ
な
が

ら
「
戯ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

劇
大
路
」
の
活
況
を
呈
し
、
若
い
観
客
の
育
成

に
も
務
め
て
き
ま
し
た
。観
劇
は
彼
ら
の
血
肉
と
な
り
、

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
海
の
「
下
河
迷
倉
（
２
０
０
４
年
倉
庫
を
改
造
し
、

民
間
の
非
営
利
型
演
劇
活
動
に
提
供
さ
れ
た
小
劇
場
。

７
年
後
に
閉
鎖
）」
や
「
現
代
戯
劇
谷
（
静
安
区
に
設

立
さ
れ
、
区
政
府
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
て
活
動
を
活
発

化
さ
せ
て
い
る
）」
と
い
っ
た
劇
場
空
間
に
若
者
集
団

や
民
間
カ
ン
パ
ニ
ー
が
集
ま
り
、
実
験
劇
、
前
衛
劇
の

火
を
灯
し
て
来
ま
し
た
。

　
「
社
区
演
劇
」
と
い
う
と
、
欧
米
で
は
あ
る
特
定
の

社
会
階
層
や
集
団
が
創
作
し
上
演
す
る
演
劇
、
た
と
え

ば
身
体
や
知
的
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
人
、
あ
る
い
は
移

民
や
難
民
、
貧
困
層
の
演
劇
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
国
で
は
階
層
的
分
化

が
固
定
化
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
新
し
い
市
民
意
識
を

持
っ
た
住
民
が
集
ま
っ
て
自
己
表
現
の
場
を
持
ち
、
地

域
住
民
に
開
放
さ
れ
た
中
国
独
特
の
演
劇
活
動
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

演
劇
で
文
化
都
市
空
間
を
共
有

　

胡こ

志し

き毅
（
浙
江
大
学
教
授
）　

浙
江
省
の
演
劇
活
動

は
近
年
、
喜
ば
し
い
進
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
省
都
・

杭
州
で
は
若
い
劇
団
の
旗
揚
げ
が
相
次
ぎ
、
た
と
え
ば

「
風
馬
劇
場
」
が
そ
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
演
劇
も
盛
ん
で
、
私
の
浙
江
大
学
で
は

「
黒
白
劇
社
」
が
活
発
な
公
演
活
動
を
続
け
、
地
域
の

支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
国
話
劇
理
論
と
演
劇
史
研
究
会
を
主
宰
し
て

お
り
、
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
私
た

ち
が
長
年
「
華
文
（
中
国
語
）
演
劇
祭
」
を
香
港
、
マ

カ
オ
、
台
湾
と
も
連
携
し
な
が
ら
長
年
実
施
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
演
劇
と
都
市
空
間
の
発
展
を
研
究
す
る
の

が
眼
目
で
、
こ
の
空
間
は
物
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、

文
化
的
な
も
の
で
す
。

　

演
劇
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立

　

鄧て
い

菡か
ん
ひ
ん斌

（
海
南
大
学
副
教
授
）　

演
劇
と
新
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
考
え
る
場
合
、
強
調
し
た
い
の
は
演
劇
に

お
け
る
カ
タ
ル
シ
ス
効
果
で
す
。こ
れ
は
浄
化
で
あ
り
、

排デ
ト
ッ
ク
ス

毒
で
あ
り
、
昇
華
で
す
。
今
の
時
代
は
力
と
力
の
ぶ

つ
か
り
合
い
で
、
持
論
、
正
論
を
真
っ
向
か
ら
一
方
的

に
ま
く
し
立
て
る
だ
け
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
一
つ

　

中
国
の
大
都
市
に
「
社
区
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
場
経
済
の

発
達
に
伴
っ
て
民
間
企
業
や
外
国
企
業
の
急
成
長
、
農
村
か
ら
の
流
動
人
口
の
増
大
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
有
企
業

丸
抱
え
と
い
う
帰
属
意
識
で
は
新
時
代
の
地
域
生
活
が
営
め
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
日
本
の
町
内
会
や
団
地
と
も
違
う
中
国
特
有
の
住
民
組
織
で
、

最
終
的
な
目
標
は
住
民
の
自
発
的
な
参
加
に
よ
る
民
主
的
自
治
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
新
し
い
市
民
生
活
と
市
民
意
識
が
育
ち
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　

(

編
集
部)

中
国
の
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
社
区
」

司会と概括報告

宋
そう

  宝
ほうちん

珍
（中国芸術研究院

話劇研究所所長）

②
社
区
の
形
成
と
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ･

ア
ー
ツ
」
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に
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
結
婚
に
喩
え
る
な
ら
、「
愛
情
」

と
い
う
大
義
、
建
前
と
は
裏
腹
に
家
庭
の
危
機
は
毎
日

の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　

２
０
１
５
年
に
私
は
実
際
に
「
結
婚
」
を
テ
ー
マ
に

観
客
参
加
式
の
作
品
を
上
演
し
ま
し
た
。
私
は
集
ま
っ

た
観
客
に
、
劇
が
始
ま
る
前
に
ま
ず
「
結
婚
」
す
る
よ

う
に
と
申
し
渡
し
ま
し
た
。
た
と
え
そ
の
観
客
が
結
婚

し
て
い
よ
う
と
、
し
て
い
ま
い
と
、
こ
の
儀
式
を
強
要

し
ま
し
た
。
相
手
は
同
性
で
も
異
性
で
も
、
一
人
で
も

同
時
に
多
数
で
も
、
知
り
合
い
で
も
赤
の
他
人
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
言
っ
て
お
き
ま
す
が
、
こ
の
作
品
は
俗

悪
な
喜
劇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
シ
リ
ア
ス
な
ド
ラ
マ

で
す
。
こ
の〝
無
茶
ぶ
り
〟は
世
間
的
に
は「
悪
の
勧
め
」

で
す
が
、
参
加
者
は
世
間
的
縛い

ま
しめ

か
ら
解
き
放
た
れ
て

一
種
の
娯
楽
作
品
的
な
〝
乗
り
〟
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

観
客
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
彼
ら
に
考
え
る
き
っ
か
け

を
提
供
し
ま
し
た
が
、結
論
は
求
め
ず
に
カ
タ
ル
シ
ス
、

排
毒
効
果
だ
け
を
与
え
た
の
で
す
。「
聖
な
る
も
の
」

と
「
俗
な
る
も
の
」
の
弁
証
法
的
合
一
、
ま
さ
に
こ
れ

が
演
劇
の
持
つ
強
み
な
の
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
第
二
の
問
題
が
引
き
出
さ
れ
ま
す
。
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
属
し
て
い
る
自
分
は
何
者
な
の

か
。
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
ど
こ
に
あ
る
か

と
い
う
問
題
で
す
。
た
と
え
ば
こ
の
中
国
に
住
む
自
分

は
何
者
か
。
日
ご
と
に
富
強
を
誇
る
こ
の
国
で
ど
ん
な

「
自
己
同
一
性
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？　

中
国

の
伝
統
的
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
長
所
と
短

所
は
、
自
分
と
い
う
一
本
の
木
に
ま
る
で
〝
別
人
格
〟

の
藤
蔓
の
よ
う
に
絡
ま
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

そ
う
で
し
ょ
う
か
？　

こ
こ
に
ロ
シ
ア
の
劇
作
家
が
恰

好
な
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
の

『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
で
す
。
登
場
人
物
は
そ
れ
ぞ

れ
に
不
完
全
で
欠
点
だ
ら
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

同
じ
人
物
が
同
時
に
あ
ま
り
に
も
真
っ
直
ぐ
、
あ
ま

り
に
も
熱
い
愛
情
の
持
ち
主
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
作
品
か
ら
ど
ん
な
精
神
性
を
導
き

出
し
、
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？　

演
劇
は
神
秘
的
な
方
法
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す

が
、
演
劇
人
は
そ
の
秘
密
を
明
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
人
間
的
魅
力
、
発
散
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
オ
ー

ラ
の
正
体
は
一
体
、
何
で
し
ょ
う
か
？　

た
と
え
、

友
人
の
科
学
者
の
力
を
借
り
、
脳
神
経
学
、
人
工
知

能
な
ど
を
フ
ル
動
員
し
て
で
も
、
こ
の
神
秘
の
領
域

を
解
き
明
か
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

演
劇
大
学
と
出
稼
ぎ
村
の
子
ど
も
た
ち

　

沈し
ん

培ば
い
う
ん蕓

（
中
央
戯
劇
学
院
教
授
）

　

新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
芸
術
活
動
を
考
え
る
と
き
、

広
場
で
行
わ
れ
る
ダ
ン
ス
の
集
い
も
無
視
で
き
ま
せ

ん
。
都
市
の
大
小
を
問
わ
ず
郷
村
の
広
場
に
至
る
ま

で
、
住
民
が
夕
方
に
な
る
と
広
場
や
空
き
地
に
い
そ

い
そ
と
集
ま
っ
て
ダ
ン
ス
を
始
め
ま
す
。
そ
の
表
情

は
幸
せ
と
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
踊

る
の
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
、
健
康
の
た
め
、
娯

楽
の
た
め
、
美
容
の
た
め
と
さ
ま
ざ
ま
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
す
。

　

中
央
戯
劇
学
院
舞
踊
系
の
教
師
、
学
生
は
「
留
守

児
童
」
の
た
め
に
広
場
の
ダ
ン
ス
を
作
り
ま
し
た
。

留
守
児
童
と
は
両
親
の
多
く
が
都
市
で
出
稼
ぎ
仕
事

を
し
、
家
に
と
り
残
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

中
に
は
麻
薬
に
手
を
染
め
て
服
役
し
て
い
る
親
も
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
僻
地
の
村
に
入
り
、
そ
の
日

常
を
取
材
し
て
舞
踊
劇
に
ま
と
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
と
寝
食
を
共
に
し
て
舞
踊
や
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
表
現

を
教
え
、
広
場
で
一
緒
に
踊
っ
た
の
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら
命
を
大
切
に
し
、
生
き
る

希
望
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り
の
願
い
で
し
た
。

　

宋
宝
珍　

こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
演
劇
と
は
、
次
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

一
、
住
民
の
居
住
空
間
を
活
動
範
囲
と
す
る
演
劇
。

　

二
、
住
民
の
自
発
的
な
創
造
活
動
と
住
民
に
奉
仕
す

る
表
現
活
動
。

　

三
、
特
定
の
社
会
的
階
層
、
集
団
に
照
準
を
合
わ
せ

た
演
劇
活
動
。

　

四
、
地
域
の
劇
場
や
劇
団
を
核
と
し
て
形
成
す
る
演

劇
文
化
の
全
体
的
生
態
系
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
＝
菱
沼
彬
晁
）

ITI70 周年記念祝典に参加した日本センター訪中
団　左から角本敦、菱沼彬晁、小池雅代、小田切
洋子、永井多恵子、宗重博之、永井達也の各氏
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か
つ
て
「
天
地
の
果
て
」
と
呼
ば
れ
た
流
刑

の
島
、
１
９
３
０
年
代
に
は
解
放
軍
の
少
女
戦

士
が
そ
の
名
を
轟
か
せ
「
革
命
模
範
劇
」
の
舞

台
と
な
っ
た
海
南
島
。
今
は「
中
国
の
ハ
ワ
イ
」

と
も
て
は
や
さ
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
、
中
国
最

大
の
経
済
特
区
へ
と
変
身

で
す
。

　

11
月
25
日
、
海
南
大
学
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
午
前
と
午
後
の
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
～

2
時
間
の
枠
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
興
味
深
か
っ

た
の
は
、
２
人
の
芸
術
家
に
よ
る
中
国
の
伝
統
演
劇

「
昆こ

ん

劇げ
き

」
と
「
秦し

ん
こ
う腔

」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。

　

映
像
に
よ
る
名
場
面
の
解
説
、
基
本
所
作
の
実
演
、

セ
リ
フ
廻
し
、
参
加
者
の
実
体
験
な
ど
が
そ
の
場
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
る
ほ
ど
、
中
国
の
伝
統
演
劇
は
、
そ
の
本
質
に
お

い
て
地
方
劇
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、ま
た
、そ
の
ル
ー

ツ
は
、
現
代
に
お
い
て
な
お
豊
か
な
生
命
力
を
保
っ
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
伝
承
を
重
ん

じ
な
が
ら
も
、
常
に
革
新
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
昆
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
担
当
し
た
芸
術
家
林リ

ン

為ウ
ェ
イ
リ
ン林

氏
は
、
中
国
の
演
劇

人
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
「
梅
花
賞
」
を
2
度
受
賞

し
、「
中
国
伝
統
劇
の
育
て
の
親
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
昆
劇
は
繊
細
優
美
な
詩
と
音
楽
、
そ
し
て
演

劇
を
融
合
さ
せ
た
古
典
劇
で
、
長
江
下
流
の
現
蘇
州
市

東
部
で
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
６
０
０
年
の
歴
史
を
持

ち
、
中
国
演
劇
の
形
式
す
べ
て
に
深
く
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
も
う
一
人
は
、
秦
腔
の
斉チ

イ

愛ア
イ
ユ
ン雲

さ
ん
。
こ
の

人
も
梅
花
賞
の
受
賞
者
で
す
。
高
く
突
き
抜
け
る
声
が

響
き
、長
い
袖
が
華
麗
に
舞
い
、か
つ
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ

た
躍
動
美
が
魅
力
的
で
し
た
。
秦
腔
は
、
中
国
の
西
北

部
・
陝せ

ん
せ
い西
省
、
甘

か
ん
し
ゅ
く粛
省
の
黄
河
流
域
に
秦
の
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
と
の
こ
と
。中
国
文
明
の
発
祥
地
で
育
ま
れ
、

２
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
剛
毅
さ
と
悲
愴
美
を
た
た
え
た
曲
調
」
が
秦
腔
の

特
徴
と
い
わ
れ
、
昆
劇
と
は
対
照
的
な
劇
的
世
界
を
感

じ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
民
族
芸
能
の
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
、

書
道
と
墨
絵
、
古
琴
の
演
奏
、
太
極
拳
、
中
国
式
茶
道

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
で
は
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
を
「
竹ち

く
か
ん
ぶ

竿
舞
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
黎リ

ー

族
の
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
若
い
女

性
た
ち
が
両
手
に
持
っ
た
竹
竿
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
か

し
、
踊
り
手
は
そ
れ
を
上
手
に
か
わ
し
な
が
ら
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
ま
す
。
見
学
者
た
ち
も
踊
り
手
に
交
じ
っ
て

初
め
て
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

中
国
式
茶
道
は
、
茶
葉
の
使
い
方
に
特
徴
が
あ
り
、

同
じ
茶
葉
を
使
っ
て
、
最
初
の
味
、
次
の
味
と
味
の
変

化
を
楽
し
み
ま
し
た
。
湯
呑
は
と
て
も
小
さ
く
、
入
れ

て
い
た
だ
い
た
お
茶
は
ひ
と
口
で
飲
み
干
す
ほ
ど
の
量

で
し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
極
め
て
刺
激
的

で
あ
り
、
中
国
の
伝
統
演
劇
へ
の
関
心
を
、
よ
り
一
層

深
め
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。　
（
在
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
）

報　告

宗重　博之
（演劇プロデューサー・劇団黒テ

ント・壁なき演劇センター所属）

③
中
国
伝
統
芸
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

昆劇と秦腔　対照的な劇的世界

浙
江
昆
劇
団
団
長
林
為
林
氏
を
講
師
に

秦
腔
の
名
女
優
・
斉
愛
雲
氏
（
右
）

黎リ
ー

族
の
竹
竿
舞
（
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
）
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８
月
４
日
と
５
日
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
で
『
こ
の
子
た
ち
の
夏
１
９
４
５
・
ヒ

ロ
シ
マ　

ナ
ガ
サ
キ
』
の
上
演
を
行
い
ま
し

た
。
本
作
は
１
９
４
５
年
８
月
に
広
島
や
長
崎

で
原
子
爆
弾
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
母

た
ち
の
残
し
た
手
記
や
詩
歌
、
母
親
を
原
爆
に
よ
っ

て
失
っ
た
子
供
た
ち
の
手
記
等
を
女
優
と
地
域
参
加

者
が
読
む
朗
読
劇
で
、
１
９
８
５
年
の
初
演
以
来
、

全
国
で
８
１
１
回
に
お
よ
ぶ
上
演
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

同
世
代
の
観
客
の
交
流
の
場
に
講
師
を
招
き
、

観
劇
後
に
語
り
合
う
︱
︱
「
観
劇
カ
フ
ェ
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
受

賞
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
たN

eSTA

（N
ext-

generation STAGE Alliance

）
に
参
加
し
て
い

る
現
役
の
学
生
が
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

▽
第
１
回
『BO

AT

』
講
師
＝
徳
永
京
子
さ
ん
（
演

劇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

▽
第
２
回
『
八
月
納
涼
歌
舞
伎
』
講
師
＝
田
中
綾

乃
さ
ん
（
三
重
大
学
人
文
学
部
准
教
授
・
演
劇
評

　

当
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
１
年
か
ら
東
京
公
演
を
主
催

し
、
翌
12
年
か
ら
は
英
語
の
同
時
通
訳
機
を
無
料
で
提

供
。
東
京
滞
在
の
外
国
人
や
、
海
外
に
も
観
客
を
増
や

し
て
い
ま
す
。

　

日
英
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
対
談

　

今
年
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
マ

リ
ゴ
ー
ル
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
を
招
き
、
ト
ー
ク
と
市
村

作
知
雄
（「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル/

ト
ー
キ
ョ
ー
18
」
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）氏
と
の
対
談
を
行
っ

て
本
作
の
国
際
的
意
義
を
再
認
識
。
内
容
は
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://iti-japan.or.jp/sum

m
er_

talk2018/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ュ
ー
ズ
氏
は
広
島
と
イ
ギ
リ
ス
で
、
市
井
の
人
々

の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
戦

争
を
語
り
継
ぐ
演
劇
作
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
今
回

の
来
日
で
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
は
広
島
も
訪
問
し
、
広
島
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
創
っ
た
『
ヒ
ロ
シ
マ
の
孫
た
ち
』

の
稽
古
と
公
演
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

構
成
・
演
出　

木
村
光
一

出
演　

か
と
う
か
ず
子
、
高
橋
紀
恵
、
床
嶋
佳
子
、
西

山
水
木
、
根
岸
季
衣
、
原
日
出
子

短
歌
・
俳
句
の
朗
読
：
髙
安
智
実　

都
内
在
学
の
中
・

高
校
生

提
携
：
公
益
財
団
法
人　

せ
た
が
や
文
化
財
団　

世
田

谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

後
援
：
世
田
谷
区
／
世
田
谷
区
教
育
委
員
会

制
作
：
地
人
会
新
社
、
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

協
力
：N

PO

法
人
子
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ひ

ろ
し
ま
、
小
笠
原
由
季
恵
、
秋
葉
よ
り
え

平
成
30
年
度
競
輪
の
補
助
事
業
（
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

交
流
活
動
補
助
事
業
）

論
家
）

▽
第
３
回
『
贋
作 
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
講
師
＝

嶋
田
直
哉
さ
ん
（
明
治
大
学
准
教
授
）

▽
第
４
回
『
チ
ル
ド
レ
ン
』
講
師
＝
小
田
島
恒
志
さ

ん
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
、
翻
訳
家
）

　

ま
た
、
演
劇
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
後
藤
ま
ど
か
さ
ん
、
舞
踊
・
演
劇
評

論
家
の
桂
真
菜
さ
ん
に
もN

eSTA

メ
ン
バ
ー
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、N

eSTA

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

レ
ポ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
や
学
生
の
た
め
の
観
劇
・
劇
評
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■ ITI 日本センター 　2018 年の活動紹介①

世田谷パブリックシアターで

来日したマリゴールド・ヒューズ氏

1945・ヒロシマ　ナガサキ』
『この子たちの夏

　写真左から　かとうかず子、根岸季衣、
床嶋佳子、西山水木、高橋紀恵、原日出子
　　　　　　　　　　　撮影＝谷古宇正彦



　

今
年
10
回
目
を
迎
え
る
「
紛
争
地
域
か
ら
生

ま
れ
た
演
劇
」。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ス
ー
ダ
ン
セ
ン
タ
ー

と
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
始
め
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ

本
部
の
試
み
「
紛
争
地
域
の
演
劇(Theatre 

in Conflict Zones)

」
に
由
来
す
る
日
本
セ
ン

タ
ー
の
独
自
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

昨
年
11
月
、
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ト
ー
マ
ス
・
エ

ン
ゲ
ル
氏
を
招
い
て
二
つ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
エ
ン
ゲ
ル
氏
は
、
ス
ー
ダ
ン
セ
ン

タ
ー
の
ア
リ
ー
・
マ
フ
デ
ィ
・
ヌ
ー
リ
ー
氏

（
２
０
１
５
年
来
日
）ら
と「
紛
争
地
域
の
演
劇
」

を
立
ち
上
げ
た
人
物
で
、
17
日
、「
演
劇
と
紛

争
︱
︱
国
際
演
劇
協
会
ド
イ
ツ
セ

ン
タ
ー
の
活
動
か
ら
︱
︱
」
と
題
し

て
「
紛
争
地
域
の
演
劇
」
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。
話
題
は
79
年
に
ハ
ン

ブ
ル
ク
で
創
始
さ
れ
た
ド
イ
ツ
初

の
国
際
演
劇
祭
「
諸
国
民
演
劇
祭
」

（
現
在
の
「
テ
ア
タ
ー
・
デ
ア
・
ヴ
ェ

ル
ト
」）
に
も
及
び
、
質
疑
も
充
実

し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で

し
た
。

　

司
会
＝
新
野
守
広
氏
、
通
訳
＝
萬

代
倫
子
氏
、
会
場
＝
ゲ
ー
テ
・
イ
ン

ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
（
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

ホ
ー
ル
、
協
力
＝
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト

（
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

20
日
は
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
Ｉ

Ｔ
Ｉ W

orld W
ide

の
動
静
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
運
営
方
法
を
語
り
、
会

員
や
関
係
諸
団
体
の
方
々
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
共
有
し
、
ユ
ネ

ス
コ
と
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
関
わ
り
を
再
認
識
し
、
当
セ
ン

タ
ー
の
将
来
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
会
＝
曽
田
修
司
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
通
訳

＝
三
輪
え
り
花
理
事
、
会
場
＝
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室

　
「
国
際
演
劇
年
鑑
」
の
日
本
語
版
で
は
毎
年
、

二
十
前
後
の
国
・
地
域
の
舞
台
芸
術
に
つ
い
て
、
専

門
家
の
方
々
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
編

集
を
進
め
る
中
で
、
誌
面
に
収
ま
り
き
ら
な
い
話
を

も
っ
と
届
け
た
い
と
い
う
想
い
が
募
り
、「
執
筆
者

に
会
い
に
行
く
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
始
め
た
の

が
当
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
今
年
度
は
２
回
実
施
し
、
い

ず
れ
も
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
演
劇
事
情
に

つ
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
在
住
の
俳
優
、
小
牧
游ゆ

う

氏
（
劇
団
民
藝
所
属
）
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た

（
会
場
＝
ぎ
ゃ
ら
り
い
た
ね
か
ら
）。

　

小
牧
さ
ん
は
日
本
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
も
あ
り
、

年
鑑
に
は
02
年
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

文
化
行
政
や
俳
優
の
あ
り
方
、#M

e Too

運
動
に

対
す
る
劇
場
、
演
劇
人
の
応
答
な
ど
に
つ
い
て
、
客

席
と
の
会
話
を
交
え
な
が
ら
、
小
気
味
よ
い
語
り
口

で
た
っ
ぷ
り
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
に
は
、
中
国
の
演
劇
事
情
に
つ
い
て
、

田
村
容
子
氏
（
金
城
学
院
大
学
文
学
部
教
授
＝
中
国

近
現
代
演
劇
）
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
（
会
場

は
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
２
階
・
八
角
堂
、

共
催
＝
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）。

　

昨
年
度
の
年
鑑
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
る
田

村
氏
は
、
小
劇
場
か
ら
大
劇
場
、
演
劇
祭
ま
で
、
幅

広
く
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
て
お
り
、
新
鮮
な
話
を
た
く

さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
レ
ク

チ
ャ
ー
は
、世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
の『
風

を
お
こ
し
た
男
︱
︱
田
漢
伝
』（
原
題
は
『
狂
飆
』）

公
演
初
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
作
に
つ

い
て
も
、
昨
年
度
の
年
鑑
に
田
村
氏
の
詳
述
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
年
鑑
も
お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

「
国
際
演
劇
年
鑑
」
刊
行
を
軸
に

同
時
代
演
劇
に
ズ
ー
ム･

イ
ン

　

日
本
セ
ン
タ
ー
は
１
９
７
２
年
か
ら
「
国
際
演
劇
年
鑑
」
の
発
行
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
関
連
企
画
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の
が
、（
主
に
同

時
代
の
）
海
外
戯
曲
を
紹
介
す
る
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
シ

リ
ー
ズ
と
、
年
鑑
執
筆
者
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
ワ
ー
ル
ド
・

シ
ア
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
」
で
す
。
こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
年
鑑
を

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
年
々
盛
況　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
独
自
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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■ ITI 日本センター 　2018 年の活動紹介②

「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」

ユ
ネ
ス
コ
創
設
の
初
心
を
受
け
継
ぐ

「
ワ
ー
ル
ド･

シ
ア
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
」

執
筆
者
を
訪
ね
、
世
界
に
触
れ
る

ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
・
エ
ン
ゲ
ル
氏
招
い
て

10
周
年
の
記
念
レ
ク
チ
ャ
ー

『これが戦争だ』　撮影＝石澤知絵子
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■ ITI 日本センター 　2018 年の活動紹介③

　

日
本
セ
ン
タ
ー
発
行
の
国
際
演
劇
年
鑑
の
特
集

企
画
と
し
て
続
く
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演

劇
」
シ
リ
ー
ズ
も
10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
多
く
の
研
究
者
、
翻
訳
家
、
演
出
家
、
俳
優
、

ス
タ
ッ
フ
、
協
力
者
、
支
援
者
の
総
力
の
結
果
の

賜
物
で
あ
る
。
ま
た
共
催
者
と
し
て
会
場
の
提
供

の
み
な
ら
ず
様
々
な
協
力
を
く
だ
さ
っ
た
東
京
芸

術
劇
場
に
も
感
謝
し
た
い
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
シ
リ
ー
ズ
10
」
で

は
、
会
場
と
な
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
を
活
か
し
た

展
示
を
充
実
さ
せ
、国
際
演
劇
年
鑑
45
年
の
展
示
、

当
企
画
10
年
間
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
の
ほ
か
、
上
演

作
品
に
関
連
す
る
資
料
展
示
も
工
夫
を
こ
ら
し
、

出
版
、
展
示
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
シ
ア
タ
ー
ト
ー

ク
に
よ
る
総
合
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

■
社
会
的
分
断
と
対
立
の
激
化

　

こ
の
10
年
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
移
民
難
民
、
外
国
人
労
働
者

に
対
す
る
排
斥
運
動
、排
外
主
義
が
勢
い
を
増
し
、

政
治
的
な
対
立
の
深
刻
化
、
社
会
の
不
穏
化
が
起

き
て
い
る
。
社
会
的
分
断
と
対
立
は
そ
れ
ぞ
れ
の

国
内
で
政
治
的
危
機
の
深
刻
化
を
招
い
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
排
外
主
義
的
な
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕

生
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
極
右
政
権
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
・
政
治
混
乱
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
な
ど
、第
一
次
・

総合プロデューサー
　　　　（担当理事）林  英樹

　2009 年から始まった「紛争地域から生まれた演劇」シ
リーズは、「国際演劇年鑑」の調査研究事業の一環として
定着。ユネスコ創設の初心である「平和・対話 ･ 創造力」
を演劇によって体現しようと、世界のＩＴＩ活動との「連
帯と絆」を目指して活動を続けています。

「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」

ユ
ネ
ス
コ
精
神
を
体
現

『これが戦争だ』　撮影＝石澤知絵子

『コモン ･ グラウンド』　撮影＝保坂萌

シリーズ 10 を迎えて

■ひつじ書房の刊行案内や特別セールなどのお知らせは「ひつじメール通信」から配信いたして
おります。ご希望の方はtoiawase@hituzi.co.jpまでメールでご連絡ください。
〒112-0011　東京都文京区千石2-1-2大和ビル2F　ひつじ書房
TEL 03-5319-4916　FAX 03-5319-4917 
toiawase@hituzi.co.jp　http://www.hituzi.co.jp/

紛争地域から生まれた演劇
国際演劇協会日本センター 編　林英樹・曽田修司 責任編集
定価 3,600 円＋税　近刊
シリア、パレスチナ、イランなど世界の「紛争地域」で、なぜ演劇は創られ、どのように演じら
れているのか。本書により、私たちは未知の紛争について知り、それが自分たちと直接関わりの
ある出来事であることを発見し驚愕する。欧米、アフリカ、そしてアジアの各地で。本書は、世
界の歴史・文化・宗教・政治が、語り手・演じ手・観客という個人の視点を介して交錯し共鳴す
る、圧巻の「現代・世界・演劇」探究の書である。　
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第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
と
共
通
す
る
下
地

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
識

者
も
い
る
。

　

紛
争
や
難
民
問
題

は
あ
る
特
定
の
地
域

の
問
題
で
は
な
い
、
と
は
本
企
画
の
基
本

態
度
、
主
旨
で
あ
る
が
、
世
界
的
な
格

差
、
階
層
の
分
化
と
対
立
、
衝
突
、
貧
困

問
題
と
先
進
国
で
の
政
治
的
・
社
会
的
対

立
、
衝
突
は
い
ま
や
一
体
化
し
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
長
く
紛
争
問
題
や
海
外
の

貧
困
問
題
の
「
蚊
帳
の
外
」
に
あ
っ
た
日

本
も
、
今
年
4
月
に
は
外
国
人
労
働
者
の

大
幅
な
受
け
入
れ
に
舵
を
切
る
。
実
質
的

な
移
民
政
策
が
本
格
化
し
、「
単
一
民
族
」

的
な
同
質
社
会
か
ら
多
文
化
主
義
的
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
求
め
る
社
会
へ
と
大
き

な
変
化
の
渦
の
中
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

世
界
と
日
本
は
ほ
ぼ
同
じ
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

■
他
劇
場
で
の
再
演
や
単
行
本
化

　

世
界
と
日
本
の
同
時
代
的
な
動
き
に
対

し
て
演
劇
は
ど
の
よ
う
に
応
答
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
。
こ
の
テ
ー
マ
を
柱
に
し

た
当
シ
リ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
重
要
な
立
ち

位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ

の
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
に
昨
年
は
、
本
企

画
で
紹
介
し
て
き
た
戯
曲
を
本
公
演
と
し
て

上
演
す
る
「
世
界
最
前
線
の
演

劇
」シ
リ
ー
ズ
が
、当
セ
ン
タ
ー

の
企
画
協
力
に
よ
り
彩
の
国
さ

い
た
ま
芸
術
劇
場
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

第
一
弾
『
ジ
ハ
ー
ド
』
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
反
響
が

大
き
く
広
が
り
、
連
日
超
満
員
と
な
り
当
日

席
を
求
め
る
列
が
出
来
た
。

　

ま
た
、
同
作
品
の
翻
訳
者
で
あ
る
田
ノ
口

誠
悟
氏
は
、
同
公
演
の
成
果
を
踏
ま
え
、
第

11
回
小
田
島
雄
志
・
翻
訳
戯
曲
賞
を
受
賞
さ

れ
た
。
出
版
で
は
、
ひ
つ
じ
書
房
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
、「
紛
争
×
演
劇
」
10
年
の
成

果
と
し
て
、
当
シ
リ
ー
ズ
の
単
行
本
が
本
年

2
月
に
出
版
さ
れ
る
。
本
書
に
は
こ
れ
ま
で

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
さ
れ
た
戯
曲
3
作
と
、
作

家
、
演
出
家
、
翻
訳
者
、
本
企
画
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
メ
ン
バ
ー
等
に
よ
る
論
稿
が
掲
載
さ

れ
る
。

　

■
全
公
演
チ
ケ
ッ
ト
即
完
売

　

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
10
は
二
度
目
の
紹
介
と

な
る
ヤ
エ
ル
・
ロ
ネ
ン
作
、
ボ
ス
ニ
ア
内
戦

の
加
害
と
被
害
の
関
係
を
題
材
に
し
た
『
コ

モ
ン
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
』、
ハ
ナ
・
モ
ス
コ
ビ
ッ

チ
作
に
よ
る
、
カ
ナ
ダ
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
派
遣
を
題
材
に
し
た

『
こ
れ
が
戦
争
だ
』
が
紹

介
さ
れ
た
。
本
企
画
へ
の

関
心
の
高
さ
を
示
す
か
の

よ
う
に
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
に
完
売

し
た
。

　

内
容
や
詳
細
は
年
鑑
や
戯
曲
集
に
譲
り
た
い
が
、
２

作
品
に
共
通
す
る
の
は
過
去
に
起
き
た
重
要
な
歴
史
的

出
来
事
を
も
と
に
、
そ
こ
で
人
々
が
受
苦
し
た
辛
い
体

験
を
、
物
語
を
通
し
て
再
現
（
演
劇
行
為
）
す
る
こ
と

に
よ
り
、
次
の
世
代
に
語
り
継
ご
う
と
す
る
意
志
で
あ

る
。
普
遍
性
を
備
え
た
演
劇
作
品
と
し
て
再
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
演
劇
が
過
去
と
現
在
を
強
く
結
び
つ
け

る
。
同
時
に
私
た
ち
が
ど
こ
に
立
ち
、
ど
こ
に
向
か
う

べ
き
か
を
考
え
さ
せ
る
。
演
劇
の
存
在
根
拠
と
原
点
を

再
認
識
す
る
場
で
も
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く

れ
る
。

　
『
こ
れ
が
戦
争
だ
』
の
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
で
、
パ
ネ

リ
ス
ト
し
て
登
壇
さ
れ
た
防
衛
大
学
教
授
の
広
瀬
佳
一

氏
は
、「
平
和
維
持
活
動
」
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
カ
ナ

ダ
軍
兵
士
が
、
戦
場
で
受
け
た
過
酷
な
ト
ラ
ウ
マ
に
関

し
て
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
。
日
本
も
す
で
に
自
衛
隊
は
戦

地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
以
上
、
決
し
て
他
人
事
と
は
言

え
な
い
。ま
た
、演
劇
批
評
家
の
鴻
英
良
氏
は
シ
ア
タ
ー

ト
ー
ク
の
冒
頭
で
、「
20
世
紀
は
大
き
な
戦
争
、
第
一

次
・
第
二
次
世
界
大
戦
が
あ
り
、
戦
争
と
革
命
の
世
紀

と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
20
世
紀
後
半
か
ら
21
世
紀
は

ビ
ジ
ョ
ン
な
き
戦
争
の
世
紀
」
と
問
題
提
起
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
な
き
戦
争
の
世
紀
」
を
生
き

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
？　

も
し
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
、そ
の
時
、演
劇
は
何
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
？

　
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
は
こ
の
問
い
か

け
と
向
き
合
い
な
が
ら
演
劇
の
意
味
と
役
割
を
考
え
続

け
る
場
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
、
演
出
家
）

私たちは「ビジョンなき
戦争の世紀」を生きるのか？

シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
で
問
題
提
起

紛
争
や
難
民
問
題
は
あ
る
特
定
の
地
域
の
問
題
で
は
な
い

世
界
的
な
格
差
、
階
層
の
分
化
と
対
立
、
衝
突
、
貧
困
問
題
と

先
進
国
で
の
政
治
的
・
社
会
的
対
立
は
一
体
化
し
て
考
え
る
時
が
来
た
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
30
年
度
の
定
時
社

員
総
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
の
計
算
書
類
・
事

業
報
告
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

日
時　

平
成
30
年
６
月
24
日
（
日
）
10
時
５
分
～
11
時

43
分

場
所　

松
竹
株
式
会
社　

大
会
議
室（
東
劇
ビ
ル
10
階
）

会
員
現
在
数　

２
１
４
名
（
平
成
30
年
５
月
26
日
理
事

会
開
催
時
）

出
席
者　

１
１
９
名
（
委
任
状
88
名
）

出
席
会
員　

31
名
（
安
宅
り
さ
子
、
安
孫
子　

正
、
伊

藤　

洋
、
小
田
切
洋
子
、
オ
ン
パ
ロ
ス
ダ
ン
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
居
上
紗
笈
）、
角
本　

敦
、
糟
谷
治
男
、

加
納
豊
美
、
河
内
美
穂
、
後
藤
絢
子
、
小
林
弘
文
、

小
牧　

游
、
佐
川
大
輔
、
真
藤
美
一
、
曽
田
修
司
、

高
萩　

宏
、
高
橋
幸
夫
、
と
し
ま
未
来
文
化
財
団

（
岸　

正
人
）、
永
井
多
惠
子
、
中
村
（
壱
岐
）
照
美
、

中
山
夏
織
、
林　

英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、
松
田
和
彦
、

三
輪
え
り
花
、
宗
重
博
之
、
村
井
華
代
、
吉
岩
正
晴
、

和
崎
信
哉
、
渡
辺
克
己
、
鰐
淵
恵
美
）

配
布
資
料　

平
成
30
年
度
定
時
総
会
議
案
書
（
平
成
29

年
度
貸
借
対
照
表
、
同
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
平

成
30
年
度
事
業
計
画
書
）、
補
足
資
料
（
平
成
30
年

度
正
味
財
産
増
減
予
算
書
）、
参
考
資
料
（
各
種
チ

ラ
シ
）

開
会　

10
時
５
分
に
開
会
。
会
長
永
井
多
惠
子
の
挨
拶

の
後
、
定
款
第
十
五
条
に
基
づ
き
、
議
長
に
永
井
多

惠
子
を
選
び
、
直
ち
に
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

定
足
数
の
確
認　

本
定
時
総
会
は
、
会
員
現
在
数

２
１
４
名
の
過
半
数
に
あ
た
る
１
０
８
名
の
出
席
が
必

要
で
す
が
、
委
任
状
を
含
め
た
出
席
者
数
が
こ
れ
に
達

し
た
た
め
、
総
会
は
有
効
に
成
立
し
ま
し
た
。

決
議
事
項

［
第
一
号
議
案
］
第
五
期
（
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成

30
年
３
月
31
日
）
計
算
書
類
の
承
認

　

審
議
に
先
立
ち
、
議
案
書
の
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告

書
」
に
基
づ
い
て
報
告
を
行
い
、
続
い
て
第
一
号
議
案

の
審
議
に
移
り
、
定
款
第
12
条
に
定
め
る
社
員
総
会
の

決
議
事
項
に
関
わ
る
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計

算
書
、
財
産
目
録
及
び
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
書
の
内

容
に
つ
い
て
討
議
し
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
現
状
で

の
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
に
、
５
月
に
ア
ー
ツ

カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
よ
り
新
た
に
受
託
す
る
こ
と
と
な
っ

た
「
ア
ジ
ア
舞
台
芸
術
人
材
育
成
部
門
」（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｆ
）

と
、
こ
の
委
託
業
務
に
伴
う
収
支
見
込
に
つ
い
て
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ダ
ン

ス
・
デ
イ
の
催
し
に
つ
い
て
の
提
言
と
、
戯
曲
翻
訳
部

会
の
詳
細
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
総
会
は
す
べ
て
の
議
案
の
議
決
を
終
了

し
、
11
時
43
分
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

議
事
録
を
ご
要
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
平
成
三
十
年
度
定
時
社
員
総
会
報
告

尾上松緑 初世尾上辰之助尾上左近

中村東蔵 中村又五郎 河原崎権十郎 片岡孝太郎 中村芝翫 中村時蔵 市川左團次

中村歌六 市川團蔵 片岡亀蔵 尾上菊之助 中村錦之助 中村雀右衛門 中村魁春

中村吉右衛門 中村梅玉 坂東玉三郎 片岡仁左衛門 尾上菊五郎

右衛門 中村魁春
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２
０
１
８
年
12
月
18
日（
火
）、東
京
・
東
中
野
の
ハ
ー

フ
ム
ー
ン
シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
第

１
回
Ｉ
Ｔ
Ｉ
「
戯
曲
翻
訳
部
会
」
が
開
か
れ
、
会
の
発

足
を
祝
す
乾
杯
を
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
の
展
望
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
志
望
者
は
20

名
。
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

中
国
語
の
４
カ
国
語
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

出
席
者
は
、
呼
び
か
け
人
の
青
柳
敦
子
（
演
出
家
）、

伊
藤
洋
理
事
（
フ
ラ
ン
ス
演
劇
）、菱
沼
彬
晁
理
事
（
中

国
文
学
・
演
劇
）、
吉
岩
正
晴
理
事
（
イ
ギ
リ
ス
演
劇
）

の
ほ
か
、
石
川
麻
衣
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
）、
久
保

寺
淳
（
俳
優
、
翻
訳
＝
英
・
中
）、
川
口
啓
史
（
俳
優
・

演
出
家
）、
後
藤
絢
子
（
主
に
ド
イ
ツ
演
劇
）、
後
藤
祥

子（
俳
優
）、中
山
夏
織（
イ
ギ
リ
ス
演
劇
）、林
英
樹（
演

出
家
）、
三
輪
え
り
花
（
イ
ギ
リ
ス
演
劇
）、
吉
原
豊
司

（
カ
ナ
ダ
演
劇
）
の
13
名
で
し
た
。

　

参
加
表
明
者
の
う
ち
、
石
井
あ
つ
こ

（
英
語
翻
訳
）、
一
谷
真
由
美
（
俳
優
）、

入
江
友
麻
（
英
語
翻
訳
）、
新
見
真
琴
（
演
出
家
）、
庭

山
由
佳（
ド
イ
ツ
演
劇
）、田
尻
陽
一（
ス
ペ
イ
ン
演
劇
）、

山
下
裕
子
（
俳
優
）
は
都
合
に
よ
り
欠
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
呼
び
か
け
人
の
一
人
吉
岩
か
ら
立
ち
上
げ
の

経
緯
に
つ
い
て
の
説
明
と
、「
任
意
の
部
会
」
と
し
て

活
動
す
る
案
が
事
業
委
員
会
と
理
事
会
で
承
認
も
得
た

と
の
報
告
が
あ
り
、
つ
い
で
会
の
運
営
委
員
に
青
柳
敦

子
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

青
柳
敦
子
か
ら
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
構
想
に
つ
い
て

「
演
劇
シ
ー
ン
を
活
性
化
す
る
に
は
、
ま
ず
必
要
な
の

が
作
品
情
報
だ
が
、
翻
訳
戯
曲
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
埋

も
れ
て
し
ま
う
。
誰
で
も
自
分
た
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
戯

曲
に
辿
り
着
け
る
よ
う
な
サ
イ
ト
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を

作
り
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
のPlay-
scripts

と
い
う
検
索
フ
ォ
ー
ム
が
紹
介
さ
れ
た
。「
上

演
権
と
上
演
料
の
管
理
も
行
な
っ
て
い
て
、
上
演
の
た

Ｉ
Ｔ
Ｉ
「
戯
曲
翻
訳
部
会
」
が
発
足

め
の
申
請
手
続
き
が
サ
イ
ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
で
出
来
る

が
、
戯
曲
翻
訳
部
会
が
翻
訳
作
品
を
日
本
で
販
売
す
る

た
め
に
は
「
出
版
権
」
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
ま

ず
は
、
戯
曲
の
存
在
を
知
ら
せ
る
だ
け
で
も
有
益
だ
と

考
え
る
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
将
来
的
に
は

翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
戯
曲
の
海
外
へ
の
紹
介
も
展
開
し

た
い
等
々
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
方
向
性
を
中
心
に
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
中
で
、「
近
年
、
上
演
許
可

を
申
請
せ
ず
、
翻
訳
者
の
名
前
を
記
載
せ
ず
に
上
演
す

る
団
体
が
見
受
け
ら
れ
た
り
す
る
。
啓
蒙
活
動
も
必
要

だ
」。「
翻
訳
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
原
作
よ
り
も

作
品
の
評
価
が
高
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
翻
訳
者
の
〝
表

現
者
〟
と
し
て
の
地
位
の
確
立
が
必
要
だ
」
等
々
、
戯

曲
翻
訳
を
め
ぐ
る
現
状
の
問
題
点
の
提
示
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
お
互
い
の
「
問
題
意
識
」
や
「
課
題
」
を
共
有

す
る
充
実
し
た
発
足
会
議
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
副
会
長
・
吉
岩
正
晴
）

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
の
昨
年
の
活
動
は
月
１
回
の
例

会
の
ほ
か
、
２
月
25
日
に
新
宿
・
無む

か

う
何
有
で
、
翻
訳
講

座
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
『
シ
ン
デ
レ
ラ
・
シ
ン
デ
レ

ラ
』
を
発
表
、
７
月
14
日
に
同
じ
く
無
何
有
に
て
「
戯

曲
研
究
＆
懇
親
会
」
を
行
い
、
ノ
エ
ル
・
カ
ワ
ー
ド
の

『
夕
日
の
影
』
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
第
２
回
翻
訳
講
座
優
秀
修
了
者
翻
訳
作
品
発
表
会

　

 

ス
テ
ィ
ー
ブ
＆
ケ
イ
シ
ー
・
ホ
ッ
チ
ナ
ー
＝
作
、

yum
a

＝
訳
、
三
輪
え
り
花
＝
演
出
の
観
客
参
加
型
演

劇
『
シ
ン
デ
レ
ラ
・
シ
ン
デ
レ
ラ
』
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

発
表
し
ま
し
た
。 

　

出
演
はLuther
ヒ
ロ
シ
市
村
、
後
藤
祥
子
、
品
川

恵
子
、
鈴
木
美
紗
、
辰
巳
次
郎
、
三
輪
え
り
花
、
山
下

裕
子
、yum

a

。 

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
は
い
え
、
衣
装
や
小
道
具
に
も

凝
っ
て
い
て
見
た
目
も
華
や
か
。
今
回
も
４
～
５
人
い

た
４
歳
～
10
歳
の
子
供
た
ち
の
反
応
が
素
晴
ら
し
く
よ

く
、
素
直
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
。 

前
回
の

観
客
参
加
型
演
劇
『
ド
ロ
シ
ー
と
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』

の
時
と
同
様
、
子
供
た
ち
に
触
発
さ
れ
て
か
（
？
）
大

人
た
ち
も
み
ん
な
参
加
し
て
く
れ
た
の
が
、
今
回
も
収

穫
。
こ
の
種
の
参
加
型
演
劇
、
も
っ
と
広
ま
っ
て
く
れ

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
９
回
「
戯
曲
研
究
＆
懇
親
会
」

　

ノ
エ
ル
・
カ
ワ
ー
ド
＝
作　

吉
岩
正
晴
＝
訳　

川
口

啓
史
＝
演
出
の
『
夕
日
の
影
』
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
出
演
は
、
吉
田
直
子
、
山
下
裕
子
、

川
口
啓
史
、
救
仁
郷
将
志
。

　
『
夕
日
の
影
』（
１
９
６
６
年
）
は
カ
ワ
ー
ド
が
最
後

に
書
い
た
『
三
つ
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
で
』
と
題
す
る

三
部
作
の
一
つ
で
、
死
と
直
面
し
た
時
、
人
は
ど
う
生

き
る
べ
き
か
を
問
う
、
カ
ワ
ー
ド
に
は
珍
し
い
重
い
主

題
を
提
示
す
る
シ
リ
ア
ス
な
人
生
劇
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
副
会
長
・
吉
岩
正
晴
）

英
連
邦
部
会
報
告
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（2018 年 2 月〜 2019 年 1 月） 事務局調べ・順不同・敬称略会  員  消  息
【
個
人
会
員
入
会
】（
所
属
／
ジ
ャ
ン
ル
な

ど
）

坂
田
ゆ
か
り（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
／
演
出
家
）

入
江
友
麻
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
／
翻
訳
）

小
田
島
創
志
（
東
京
大
学
大
学
院
／
現
代

イ
ギ
リ
ス
演
劇
）

渡
邉
宰
希 

（
株
式
会
社
グ
ス
タ
フ
／
俳

優
）

滝
口
健
（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

／
演
劇
）

柳
田
利
枝
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
／
翻
訳
）

中
立
公
平
（
有
限
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｉ
代
表
取
締

役
・
一
般
社
団
法
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ー
ロ

代
表
理
事
・
一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｉ
Ο
芸
術

監
督
／
劇
作
・
演
出
・
俳
優
・
作
曲
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
飲
食
店
オ
ー
ナ
ー
）

生
田
み
ゆ
き
（
劇
団
文
学
座
／
演
出
家
）

【
団
体
会
員 

入
会
】

Real H
eaven 

代
表 

佐
藤
武
（
舞
台
制

作
）

【
個
人
会
員 

退
会
】

秋
葉
ヨ
リ
エ

峯
岸
綾
子

【
賛
助
会
員 

退
会
】

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
連

盟【ご
逝
去
】

千
賀
ゆ
う
こ
（
平
成
三
十
年
九
月
九
日
）

花
柳
寿
南
海（
平
成
三
十
年
九
月
十
一
日
）

藤
田
洋
（
平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日
）

【
叙
勲
・
功
労
者
】

文
化
功
労
者　

池
辺
晋
一
郎

第
73
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞 

演
劇
部
門
優

秀
賞　

野
村
萬
斎

同 

テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門

大
賞 

日
本
放
送
協
会
／
優
秀
賞 

株
式
会

社
Ｗ
Ο
Ｗ
Ο
Ｗ

第
25
回
読
売
演
劇
大
賞　

芸
術
栄
誉
賞　

仲
代
達
矢

（© 国際演劇協会日本センター 2019）
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I.T.I.
▲
Ｉ
Ｔ
Ｉ
創
立
70
周
年
記
念

大
会
の
盛
況
の
報
に
続
き
、

１
月
に
は
三
輪
え
り
花
理
事

が
「
ア
ラ
ブ
演
劇
祭
」（
カ

イ
ロ
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
が
17
年
度
に
招

聘
し
た
劇
作
家
ガ
ン
ナ
ー

ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
氏
か
ら
参
加
を
要

請
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
今
後
の

現
地
報
告
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
曽

田
）
▲
長
い
抑
圧
と
迫
害
に
耐
え
た

ウ
ガ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ェ
シ
カ
・

ア
ト
ウ
ォ
ー
キ
・
カ
ー
フ
ワ
会
長
は
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
70
周
年
の
式
典
に
「
演
劇
が

芸
術
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
平
和
の

守
り
手
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
続
け
て

き
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
万
歳
（Long Live)

！
、

演
劇
の
絆
万
歳
！
、
人
間
万
歳
！
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
こ

の
三
つ
の
万
歳
に
こ
め
ら
れ
た
思
い

を
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
す
。（
菱
沼
）

編集後記

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

で
は
、
舞
台
芸
術
・
放
送
芸
術
を
通
し
た

国
際
交
流
に
関
心
を
お
持
ち
の
個
人
・
団

体
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
『
国
際
演
劇
年
鑑
』
な
ど
セ

ン
タ
ー
発
行
の
出
版
物
が
無
料
で
配
布
さ

れ
、
セ
ン
タ
ー
主
催
・
共
催
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
割
引

料
金
で
参
加
で
き
ま
す
。

▽
個
人
会
員　

入
会
金
６
、０
０
０
円

　

年
会
費
１
２
、０
０
０
円

▽
団
体
会
員　

入
会
金
６
、０
０
０
円

　

年
会
費
１
８
、０
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

入
会
金
な
し　

　

年
会
費
１
８
、
０
０
０
円
～

　

１
０
０
、
０
０
０
円
（
一
口
）

　

入
会
金
免
除　

た
だ
今
ご
入
会
の
方

は
、
入
会
金
免
除
と
な
り
ま
す
。
協
会
の

活
動
を
ご
喧
伝
い
た
だ
き
、
会
員
の
新
規

入
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は

個
人
、
団
体
会
員
を
募
集
中

　

寄
付
の
お
願
い　

当
セ
ン
タ
ー
は
、「
公

益
社
団
法
人
」
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、

寄
付
金
控
除
な
ど
税
法
上
の
優
遇
措
置
の

対
象
と
な
る
特
定
公
益
増
進
法
人
と
な
り

ま
し
た
。
個
人
の
場
合
は
、
特
定
寄
付
金

と
し
て
一
定
金
額
ま
で
寄
付
金
控
除
が
認

め
ら
れ
、
法
人
の
場
合
は
、
一
般
の
寄
付

金
の
損
金
算
入
限
度
額
と
は
別
に
、
別
枠

の
損
金
算
入
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

を
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

第
39
回
松
尾
芸
能
賞 

大
賞　

坂
東
玉

三
郎

第
11
回
小
田
島
雄
志
・
翻
訳
戯
曲
賞

　

特
別
賞　

Kaw
ai Project

（
代
表
・

河
合
祥
一
郎
）
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「
王
位
、
権
力
の
座
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
人
は
そ
の
上
を
移
ろ
い
、
滅
び
の
道
を
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
」

　シェイクスピアが京劇に出会ったら……
中国現代演劇のトップランナー・王暁鷹が
初めて演出したシェイクスピアの舞台を、
中国の演劇評論家はベルトルト・ブレヒト
と梅

メイ

蘭
ランファン

芳の劇的な出会いに喩えています。
　リチャード三世は〝不具者〟として登場
しません。刺客の血塗られた赤い手袋をリ
チャードが自らの手にはめたとき、突然彼
の背中に瘤

こぶ

が現れ、奇怪な跛
は こ う

行を始めます。
この京劇ならではの象徴表現がロンドンの
観客を驚かせました。この驚きはブレヒト
が梅蘭芳の演技に見出した「異化効果」の
可能性に通じるとその評論家は語ります。
　アン夫人はシェイクスピアの台詞を京劇
の流麗な詩的抑揚に乗せ、繊細優美な指の

演技で心理表現を深めます。丁々発止、リ
チャードと渡り合う鬼気迫るシーンです。
いわゆるリアリズム演劇の定番化した「真
実らしさ」をブレヒト流に断ち切って見せ
ました。その女優が今度はエドワード王子
に変身して再登場。頭には翎

り ん ず

子と呼ばれる
雉の尾羽、手には馬の鞭の白い羽根、打っ
て変わってあどけない可愛いさです。観客
は異次元の世界へと誘い込まれます。
　しかし、この舞台は単にシェイクスピア
を京劇風にアレンジしたといった翻案劇で
はなく、現代劇として原作の台詞に忠実な、
骨太い翻訳劇です。京劇は悲劇に似つかわ
しい表現世界を持つことを王暁鷹は示した
のではないでしょうか。（文＝理事 ･ 菱沼彬晁）

悲劇によく似合う  京劇の技法と象徴表現
王
暁
鷹
初
演
出
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

主催：豊島区、東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）、公益社団法人 ITI 国際演劇協会
日本センター、一般社団法人国際協力交流センター　後援：中国大使館　協力：日中演劇交流話劇人社

① 2019 年 4 月 5 日（金）19 時開演② 4 月 6 日（土）15 時開演③ 4 月 7 日（日）15 時開演

ＩＴＩ日本センターが共催　会員はＳ席 7,000 円を 4,000 円でご優待　締切り 3 月 31 日（日）
申し込みはＩＴＩ日本センター　Tel03-3478-2189  Fax03-3478-7218　Email:mail@iti-j.org 

『リチャード三世』北京公演のポスターから

演出家
王暁鷹おう ぎょうよう

バッキンガム侯爵
涂松岩と しょうがん

中国現代演劇の旗手

「我就是演員」準優勝

リチャード三世
張皓越ちょう こうえつ

アン夫人／エドワー
ド王子／魔女の３役

張鑫ちょう きん

国家芸術院・優秀俳優賞

中国国家京劇院の名花

ここが見どころ

中国国家話劇院
『リチャード三世』

４
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東
京
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術
劇
場

プ
レ
イ
ハ
ウ
ス

〈東アジア文化都市関連事業〉英
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
、ロ
ン
ド
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
座
で
初
演

ポストパフォーマンストーク　6 日終演後に王暁鷹、張皓越、張鑫らが登壇（司会・飯塚容、通訳・福井官奈）


